
【指標の説明】

クリニカルパスとは、良質な医療を効率的、かつ安全・適正に提供するための手段として開発された、疾病ごとの診療計画を

いいます。

クリニカルパスを用いることで、診療の標準化、エビデンスに基づく医療の実施、インフォームドコンセントの充実、チーム医療

の向上等の効果が期待できます。

【定義】

全国自治体病院協議会「医療の質の評価・公表等推進事業」の定義に準じています。
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【改善への取組み】

PDCA最終更新：令和３年

・2014年度
パス使用率40%以上目標

・2015年度

パス使用率40%以上の維持目標

・2016年度

パス使用率40%以上目標

・2017年度

パス使用率45％以上目標

・2018年度～

パス使用率50％以上目標

・2014年度

クリニカルパス委員会で各診療科に新規パス

作成依頼の取組み開始

・2015年度

引き続き委員会での取組み

・2016年度

委員会で新規パス作成依頼文書を各診療科

部長と病棟師長に送付

・2017年度

引き続き、作成依頼の取組み

・2018年度

新規パスの作成依頼

新しい電子カルテでの

パス作成方法・運用方法等の周知

・2020年度

実施件数が多い手術入院にかかる

パスの作成を各診療科に依頼

・2014年度

クリニカルパス委員会や管理委員会で作成率

を報告

・2015年度

病院ＨＰへ使用率の公表、委員会への報告

・2016年度

委員会や会議、ＨＰへの公表

・2017年度

委員会での報告、ＨＰへの公開

・2018年度

委員会での報告、HPへの公開

新しい電子カルテに掲載するパスの精査

・2019年度

クリニカルパス推進委員会で、新電子カルテシステムのパ

スの精査・承認の推進

・2020年度

クリニカルパス推進委員会を中心に、新規作成の働きかけ

・2017年度～

各部署の目標管理に活用

・2019年度

新しい電子カルテへの移行に際し

使用実績のないパスを削除

・2020年度

実施件数が多い手術を調べ

その入院にかかるパスの有無を確認

PLAN（計画） DO（実行）

CHECK（評価）ACTION（改善）


